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　出張のため新幹線で上京途中、白雪を頂に
置いた一幅の日本画のような「富士山」を見
ることができました。近くを通ると毎回、つ
い車窓が気になる「富士山」ですが、冬の山
容は格別で、今年は雪も多くいっそう品格の
ある美しい日本の「象徴」でした。国政選挙
も終わり、新しい日本の政治体制が始動しま
したが、国政にも日本人が誇りとする「富士
山」のような泰然とした「品格」を期待した
いと思います。
◆11月29日東京の日比谷公会堂で開催され
た「安全・安心の道づくりを求める全国大
会」に出席しました。これは道路整備促進期
成同盟会全国協議会などが主催し、全国の自
治体や各関係団体から約2,000人が参加して
開催される大会です。今回、この大会決議文
の朗読を依頼されたのですが、あまりにも大
役であり少し躊躇しましたが、思い切ってお
引き受けいたしました。国の道路予算の確
保、災害に強い道づくり、既存道路の適切な
維持管理、通学路の安全対策などを盛り込ん
だ「大会決議文」を朗読いたしました。この
決議文は満場一致で承認され、その後、関係
機関や国会議員のもとに届けられました。そ
の数日後に起きた中央道でのトンネル崩落事
故は、まさに老朽化したインフラ整備への対
応が喫緊の課題であることを改めて知らされ
ました。播磨町も経年劣化した学校施設、公
共施設、道路や橋梁などの補修・改修に年間
多額の予算を費やしていますが、事故が起こ
る前に万全を期したいと思っています。
◆11月30日加古川警察署の年末特別警戒発
隊式が行われました。毎年、年の瀬を前に加
古川警察署員が勢ぞろいした中で行われるセ
レモニーです。一糸乱れぬ隊列を目の前にし
て、署員の方々の使命感がひしひしと伝わっ
てきました。犯罪防止への日々のご努力に敬
意を表します。

▲大会決議文を朗読しました
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2 歳

明るく元気に大きくなぁれ
（父・母より）

中谷　碧ちゃん（二子）
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　播磨町消防団は11月11日の夜に非常呼集を実施し
ました。空気が乾燥して火災が発生しやすくなる季節
を前に、消防団の訓練と住民への啓発を兼ねての訓練
です。午後7時過ぎに、町の防災行政無線にて非常呼
集がかかると、分団の消防車15台がサイレンを鳴ら
して続々と蓮池に到着し、合図に合わせて一斉放水を
行いました。

消防団非常呼集

危機管理グループ　☎079（435）0991

　10月31日に蓮池小学校で、交通安全のつどいを実
施しました。
　児童や保護者の交通安全のため、トラック協会 東
播支部・神姫バス株式会社 加古川営業所に協力いた
だき、バスの死角検証やトラックの巻き込み実験を通
して普段の生活の中で歩行者や自転車運転者が何に気
をつけたら良いかを学びました。
　実験学習の後には、兵庫県警察音楽隊による静止演
奏やバトン演技、迫力のあるドリル演奏を楽しみました。

交通安全のつどいを実施しました

危機管理グループ　☎079（435）0991

　11月18日に町制施行
50周年の節目の年を記
念し、町内4地区の屋台
を一堂に集結させる
「祭り屋台 in はりま」
が開催されました。

　開催日は17日の予定でしたが、あいにくの雨で翌
日に延期となりました。当日は、秋晴れの中、本荘、
古宮、二子、二子北のにぎやかで勇壮な屋台4台が役
場駐車場に集まり、大勢の観衆の前で、練り合わせを
披露しました。
　最後には、4地区すべての屋台の同時練りが始まり、
4台同時の差し上げも披露され、観衆を沸かせました。

播磨町 町制施行50周年記念事業
祭り屋台 in はりまが勇壮に催されました

播磨町町制施行 50 周年記念祭り実行委員会事務局
スポーツクラブ 21 はりま　☎079（437）2201

　平成24年度播磨町技能職者
表彰の表彰式が11月14日、
町長室で行われました。今年の
受彰者は次の方々です。

矢野　忠幸さん（本荘）
二輪自動車等修理
　　高度成長期、ホンダ製二
輪車スーパーカブを年間約
50台を超える販売とアフタ
ーフォローで、当時メーカ
ーから店舗看板を無償で設
置されたという実績をお持
ちの方です。近年、大型店
舗がひしめく中、58年間を越える技術経験から現在で
も二見や土山、東加古川や尾上方面に出張修理を依頼さ
れるなど、創業以来、現地にて地域の老舗自転車店をし
っかりと守り続けておられます。

藤田　昌勝さん（北本荘）　タイル工
　　昭和40年からタイル工としてタイル一筋47年間従事
しておられます。お客さまにいろいろなアドバイスをし
て喜んでいただけるよう仕事に取り組む姿勢は職人の模
範となるものです。仲間内、周囲からの信頼も厚く、実
績ともに申し分ありません。仕事に対する熱意は人一倍
強く、指導者としても期待される人物です。

　浅原さんは、印刷業を営
みながら昭和46年から平
成6年までの間で、8期32
年間、町議会議員として勤
められました。地域の消防
団にも所属し、議長や副議
長、各委員長を歴任され、
活躍されました。「長年の議

員活動が評価され、受章できたことは、ひとえに住民の皆
様のおかげ。支持していただいてこその受章です。誇りに
思います」とお話されました。

平成24年度播磨町技能職者表彰が2人に贈られました

秋の叙勲　旭日双光章　浅原博文さん（南大中）

住民グループ　☎079（435）2364
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